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表-2 鉄筋の電位と腐食速度，不動態保持電流密度まで低下させるための電位変化量 

試験体 
(Cl-濃度) 

経過期間 
(日) 

Ecorr 
(mV vs.CSE) 

icorr 
(mA/m2) 

Epass 
(mV vs.CSE)

ipass 
(mA/m2) 

Ecorr-Epass 
(mV) 

No.1 
(3 kg/m3) 

91 -203 0.4 -380 0.1 177 
183 -261 0.5 -440 0.1 179 
328 -280 0.1 -400 0.1 120 

No.2 
(9 kg/m3) 

91 -217 1.0 -410 0.1 193 
183 -265 1.5 -480 0.1 215 
328 -284 0.2 -420 0.1 136 

No.3 
(15 kg/m3) 

91 -259 1.0 -450 0.1 191 
183 -257 2.5 -470 0.1 213 
328 -284 0.4 -440 0.1 156 

３．２ 電気防食時の鉄筋の腐食速度 

 電気防食時の鉄筋の分極曲線を図-3 に示す．ここ

では，No.3 の試験体を例として示した．図中には推

定される内部アノード分極曲線の概念図 2)を示した．

既往の検討 1)では，酸化還元の変化点から 40～60mV

アノード分極した電位/電流密度の傾きが内部アノー

ド分極曲線のターフェル勾配に相当することが示さ

れている．いずれの測定時期においても内部アノード

分極曲線の外挿線は，電気防食時の電位（Ecp）より

貴電位である不動態保持電流密度（ipass）に対応する

電位（Epass）に至った．つまり，電気防食時の鉄筋

の腐食速度は， ipassに相当することが考えられる． 

３．３ 電位変化量と腐食速度の関係 

図-3 において外挿した内部アノード分極曲線に対

応する酸化還元の変化点の電位は自然腐食状態の電位に相当する．そこで，各試験体の自然腐食状態に対応す

る鉄筋腐食速度（icorr）と鉄筋電位（Ecorr），不動態保持電流密度（ipass）に対応する鉄筋電位（Epass），ipass

まで低下させるための鉄筋電位変化量（Ecorr-Epass）を表-2 にまとめた．icorr はコンクリートの塩化物イオン

濃度が高いほど大きくなる傾向にあったが，Epassは電気防食時の電位（Ecp）よりも貴電位であることから何

れの試験体も電気防食期間中は ipassに相当する腐食速度になった．また，Ecorr-Epassは，測定時期によってば

らつきが見られ 120～215mV の範囲にあった．本実験では，通電停止から約 24 時間後に測定した鉄筋の復極

量が 200～400mV であったため必要以上に電位変化量が大きかったと言える．これは，使用したコンクリー

ト試験体の抵抗率が低いために流電陽極から供給される通電電流が大きくなったことが影響したと考えられ

る．本検討では，試験終了後に鉄筋のアノード分極抵抗が増大したことを別途確認したが，鉄筋電位を 200mV

以上変化させても電気防食時の腐食速度は ipass 相当までしか低下しないこと，さらに大きな通電電流密度で

長期間通電することで酸欠により脱不動態化が生じる可能性があることから，現行の防食基準のように

100mV 程度の電位変化量で運用するのが妥当であると考えられる． 

４．まとめ 

 アルミニウム系流電陽極方式の電気防食法を鉄筋コンクリート試験体に適用して電気防食時の鉄筋の腐食

速度を推定した．その結果，鉄筋の自然電位から 200mV 以上電位変化させても不動態保持電流密度に相当す

る腐食速度にしか低減せず，現行の防食基準である 100mV 程度の電位変化量が妥当であると考えられた．  
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図-3 電気防食時の分極曲線（No.3 試験体） 
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